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エアギャップ

大型の水力発電機は熱効果、磁力や回転子の遠心力、機械的

なシステム障害の影響を受け固定子/回転子は形状や位置が

変化し、結果として回転子の外径と固定子の内径の距離であ

るエアギャップが変化します。

これらの変化は時として回転子の運動効率を低下させ、より

深刻なケースでは、時期的な誘導加熱を招き、また固定子と

回転子の摩擦や接触による損傷につながります。

そのため大型の水力発電機においてエアギャップの監視を行

うことは、機械の動作制御と発電の信頼性、効率、および品

質を提供するために最も重要な課題の一つです。

AGTracIIはエアギャップのオンライン監視のための課題を

解決します。
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PWM 駆動モータのオンライン部分放電(PD)測定オプション

近年、プロセス効率を改善するために可変速モータとして使用しようとインバータでモータを駆動するようになりました。現在使用さ

れている駆動電源方式の1 つにパルス幅変調（VS-PWM）タイプがあります。このような駆動装置は、マイクロ秒以下の立ち上がり

時間をもったkV レンジの高電圧インパルスを生成します。これらの高電圧スパイクの強度は、部分放電(PD)の少なくとも1000 倍

にもなり、さらに部分放電(PD)とスパイクの周波数成分が重なっているので深刻な電気的干渉となり、部分放電(PD)の検出を困難に

しています。このような駆動方式が原因で、深刻な絶縁劣化を引き起こす可能性があるにもかかわらず、VS-PWM 給電モータでの部

分放電（PD）検出は長い間の課題でした。

IRIS社は従来のカプラーパッケージに、フィルタを有する第四のカプラとPWMパルスを除去するための入力フィルタなどのオプショ

ン、ならびに第五世代以降のTGA-B測定器(上記)を組み合わせる事でこの課題を解決しました。

(入力フィルタの選定にはIRIS社の専門家技術派遣による対象機の波形確認が必要です。)



後継機

ロボット式検査台車 と カメラ システム  RIV800

SWA

ステータコア層間絶縁試験装置ELCIDに自動走査方法を提供するために、磁気的に支持されたロボット検査台車(RIV 800)が開発

されました。 台車は、ステータラミネーション絶縁の健全性をより効率的に検査するために、発電機または大型モータのステータ

ボアの走査を可能にします。 この装置は、小型カメラまたはウェッジの堅固さを測るプローブ(SWA参照)を含むステータ検査の

ための他の軽量アタッチメントも運ぶこともでき、固定子積層鉄心を簡単に効率よく検査することができます。

搭載されるカメラシステムは光源を備えており、遠隔操作できるミラーを360°回転させ固定子のみならず、回転子やエア

ギャップ内、通気口の堆積物点検まで可能とします。カメラで映し出された映像はコントローラに内蔵されたモニタ画面に映し出

すのみならず、外部出力で別のモニターやビデオレコーダに接続して表示・録画を可能にします。これらはエアギャップが十分に

広い場合、回転子を抜かずにこのロボット台車を自走させ検査・点検を行うことができ、手間と作業人数および工数を大幅に軽減

することでメンテナンスのコストを削減します。
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